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優先課題がめじろ押し

大
山
二
郎
議
員

スクールバスの利活用で保護者負担の削減！

楽しい宿泊体験学習（金峰少年自然の家）

とは
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事
業
の
優
先
順
位
は
。

町
長

事
業
の
全
て
が
町
民

生
活
に
不
可
欠
な
物
で
優
先

順
位
は
言
え
な
い
が
、
交
流

セ
ン
タ
ー
の
整
備
事
業
は
優

先
し
て
計
上
し
た
。

交
流
セ
ン
タ
ー
は
管
理
や

運
営
、
人
事
等
何
も
決
ま
っ

て
い
な
い
。
建
て
る
こ
と
だ

け
を
優
先
し
た
の
で
は
。

町
長

建
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
難
し
い
面
が
出
て
き
た
の

で
、
今
後
見
え
る
よ
う
な
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
財
政
や
事
業
は
ど

う
な
る
。
事
業
は
す
ぐ
に
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
現
事

非
正
規
雇
用
者
が

割
を

占
め
る
時
代
、
保
護
者
と
子

ど
も
の
生
活
実
態
を
正
確
に

把
握
し
て
い
る
か
。

町
長

保
育
園
に
入
園
な
ど

町
機
関
と
の
接
点
が
あ
る
と

か
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
を

通
じ
て
情
報
の
あ
っ
た
子
ど

も
と
そ
の
家
庭
に
つ
い
て
は

就
労
や
収
入
状
況
、
家
庭
環

境
な
ど
あ
る
程
度
把
握
し
て

い
る
が
、
接
点
が
な
い
子
ど

も
や
家
庭
に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
だ
。

高齢者が健康なうちに入居し、終身で過ごすことが
可能な生活共同体を
（ ）と
言います。

業
と
並
行
し
て
先
々
の
計
画

も
進
め
、
空
白
の
な
い
事
業

展
開
を
し
て
い
く
べ
き
。

町
長

年
間
で
一
時
的
に

借
金
は
増
加
す
る
が
、
返
済

は
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

ま
た
、
今
後
予
定
、
想
定

さ
れ
る
消
防
分
署
改
築
整
備

事
業
や
小
学
校
の
統
合
ほ
か

大
規
模
事
業
は
交
流
セ
ン

タ
ー
が
終
了
し
て
か
ら
実
施

す
る
。

流
雪
溝
整
備
や
間
口
除
雪

は
。

町
長

流
雪
溝
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
方
々
か
ら
話
を
聞
き

対
応
し
て
い
く
。
間
口
除
雪

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

有
償
除
雪
隊
の
創
生
な
ど
、

対
策
を
講
じ
て
い
く
。

昨
年
の
法
改
正
に
よ
り
、

要
支
援

・

、
要
介
護

・

の
方
は
各
自
治
体
で

手
当
を
す
る
が
、
そ
の
取
り

組
み
は
。

町
長

多
様
化
に
対
応
す
る

た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
低
所
得
者
の

保
険
料
軽
減
の
充
実
、
所
得

や
資
産
の
あ
る
人
の
資
産
割

合
を
見
直
す
な
ど
費
用
負
担

の
公
平
化
を
図
る
。

責
任
を
持
っ
て
策
定
し
た

創
生
総
合
戦
略
の
中
の
大
石

田
版

（

）に
つ
い

て
、
理
解
し
て
い
る
の
か
。

行
政
全
般
に
つ
い
て
も
っ

と
勉
強
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
れ
か
ら
良
い
町
に
す
る
た

め
に
何
を
し
て
い
く
。

町
長

最
上
川
舟
運
文
化
・

雪
・
も
て
な
し
の
文
化
を
訴

え
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
が
激
減
す
る
中
、

他
市
町
村
に
先
が
け
て
保
育

料
や
学
校
給
食
費
、
高
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化

し
、
収
入
格
差
に
左
右
さ
れ

な
い
保
育
・
教
育
環
境
を
整

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

保
育
料
は
同
時
入
園

の
場
合

人
目
以
降
を
無
料

化
、
減
額
措
置
も
行
っ
て
い

る
。
医
療
費
は
収
入
に
関
係

な
く
中
学
生
ま
で
無
料
化
し

て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
無
料

化
の
拡
大
は
、
多
額
の
財
政

負
担
を
伴
う
こ
と
か
ら
難
し

い
。

教
育
長

町
民
税
非
課
税
世

帯
や
減
免
世
帯
に
対
し
、
学

用
品
や
修
学
旅
行
費
・
給
食

費
な
ど
の
就
学
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
る
。

中
学
校
部
活
動
の
練
習
試

合
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス

利
用
へ
の
補
助
を
来
年
度
は

増
額
す
る
。
小
学
校

年
生

の
宿
泊
体
験
学
習
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
利
用
し
、
経
費
は

全
額
町
負
担
に
す
る
。

保
護
者
か
ら
集
金
し
て
い

る
就
学
費
は
、
全
児
童
・
生

徒
で
、
年
額

万
円

に
な
る
。
す
べ
て
を
無
料
化

す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
活
用
の
よ

う
に
保
護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。


